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まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

「
や
ま
と
あ
る
工
房
」
完
成

ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
２
０
２
０

京
都
ゆ
ぶ
ね
Ｃ
Ｊ
Ｕ
大
会
兼

Ｗ
Ｍ
Ｇ
プ
レ
大
会

　

昨
年
11
月

誕
生
し
た
ジ

ビ
エ
（
野
生

鳥
獣
肉
）
の

会
社
「
Ｒ

リ

Ｅ

―
Ｓソ

ー

シ

ャ

Ｏ
Ｃ
Ｉ

Ａ
ル

Ｌ
」
の
食

肉
加
工
場
、

「
や
ま
と
あ
る

工
房
」
が
10

月
29
日
（
木
）

に
町
内
に
完

成
し
ま
し
た
。

　

全
国
的
に

深
刻
化
し
て
い
る
獣
害
被
害
に
伴
い
鹿
の
捕
獲
頭
数
は
増
え

て
い
ま
す
が
、
活
用
す
る
手
段
が
少
な
い
た
め
９
割
が
廃
棄

さ
れ
て
い
ま
す
。
害
獣
を
減
ら
し
、
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

笠
井
大
輝
さ
ん
、
江
口
和
さ
ん
、
山
本
海
都
さ
ん
は
当
時
龍

谷
大
学
政
策
学
部
４
年
次
に
同
社
を
町
内
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。

　
「
や
ま
と
あ
る
工
房
」
で
は
、
生
け
捕
り
し
た
鹿
を
素
早

く
血
抜
き
し
精
肉
す
る
た
め
、
柔
ら
か
く
臭
み
の
な
い
鹿
肉

が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
製
品
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
町
内
猟
友
会
や
、
近
隣
自
治
体
の
猟
師
の
方
ら
と

情
報
交
換
し
鹿
を
捕
獲
、
精
肉
・
販
売
を
お
こ
な
う
な
ど
、

幅
広
く
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
鹿
肉
を
１
０
０
％
食
肉
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
笠
置
の

ジ
ビ
エ
が
全
国
の
モ
デ
ル
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　

 https://re-social-kasagi.com

　

笠
置
町
を
舞
台
に
し
た
映
画
「
笠
置
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
！
」
の

馬
杉
監
督
が
中
心
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
「
京
都
映
造
派
」
が

企
画
し
、
笠
置
町
・
京
都
信
用
金
庫
・
相
楽
東
部
「
ひ
と
・

企
業
」
誘
致
促
進
委
員
会
と
共
催
し
た
「
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ

キ
ャ
ン
プ
２
０
２
０
」
が
10
月
29
日
（
木
）・
30
日
（
金
）

に
笠
置
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。
ク
リ
エ
イ
タ
ー
・

企
業
及
び
地
域
の
方
々
約
１
０
０
人
が
集
ま
り
、
創
作
活
動

を
通
じ
て
同
町
の
可
能
性
を
探
る
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通
じ
た
ア

ウ
ト
ド
ア
の
楽
し
み
方
を
中
心
に
話
し
合
い
ま
し
た
。
夜
は

ス
ク
リ
ー
ン
を
設
置
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
い
、
ド
ラ
マ
の
野
外
上
映
会
を
焚
き
火

を
し
な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。
今
回
参
加
し
た
方
々
の
中
に

は
初
め
て
笠
置
に
来
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
今

回
の
参
加
を
機
に
、
当
町
を
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

　

10
月
31
日
（
土
）、
11
月
１
日
（
日
）
の
２
日
間
に
渡
っ

て
「
京
都
ゆ
ぶ
ね
Ｃ
Ｊ
Ｕ
大
会
兼
Ｗ
Ｍ
Ｇ
プ
レ
大
会
」
が

お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
日
曜
日
の
Ｃ
Ｊ
Ｕ
大
会
は
、
１
年
間

の
シ
ー
ズ
ン
制
で
お
こ
な
わ
れ
る
日
本
自
転
車
競
技
連
盟
公

認
の
大
会
で
、
国
際
大
会
参
加
に
向
け
た
ポ
イ
ン
ト
を
獲
得

で
き
る
世
界
基
準
の
大
会
で
す
。
当
日
は
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

ト
ッ
プ
選
手
た
ち
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
前
日
の
土
曜
日
に
は
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
の
プ
レ
大
会
と
し
て
、
30
歳
以
上
の
選
手
が
出
場
す
る

レ
ー
ス
が
あ
り
、
マ
ス
タ
ー
ズ
と
同
じ
コ
ー
ス
で
力
走
し
ま

し
た
。

　

２
日
間
で
延
べ
９
０
０
人
を
超
え
る
方
々
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
大
会
は
大
賑
わ
い
で
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
は
１
年
延
期
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
選
手

た
ち
の
熱
い
闘
い
は
２
０
２
２
年
ま
で
続
き
ま
す
。

HP

紅葉に彩られた直線コースを駆け抜ける選手たち

左・山本さん　中央・江口さん　右・笠井さん

焚き火をしながら講演会をする様子
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まち＊むらの 話題

和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

令
和
２
年
度
茶
源
郷
和
束

フ
ォ
ト
＆
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
展
示
・
表
彰
式

冬
の
風
物
詩

童
仙
房
の
し
め
縄
づ
く
り

ウ
チ
茶
博

　

11
月
７
日
（
土
）・

８
日
（
日
）
に
、
グ

リ
ン
テ
ィ
和
束
で

「
令
和
２
年
度
茶
源

郷 

和
束
フ
ォ
ト
＆
ス

ケ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
」

の
応
募
作
品
が
全
て

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

８
日
に
は
表
彰
式
が

お
こ
な
わ
れ
、
入
選

者
全
12
人
が
出
席
さ

れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
多

く
の
方
に
来
場

い
た
だ
き
、
素

晴
ら
し
い
個
性

あ
る
作
品
に
感

嘆
の
声
が
あ
が 

っ
て
い
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
、

和
束
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
和
束
町

観
光
案
内
所
で

も
展
示
し
て
お

り
ま
す
の
で
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

11
月
に
な
る
と
、
童
仙
房
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
童
仙
房

わ
ら
細
工
部
会
の
み
な
さ
ん
が
集
ま
り
、
正
月
用
の
し
め
縄

づ
く
り
が
始
ま
り
ま

す
。

　

ま
ず
は
、
わ
ら
打

ち
機
に
通
し
て
柔
ら

か
く
し
た
餅
わ
ら
を

束
ね
、
こ
れ
を
３
つ

の
束
に
分
け
て
ね
じ

り
な
が
ら
綯な

っ
て
い

く
工
程
。
さ
す
が
熟

練
の
手
つ
き
で
、
ど

ん
ど
ん
仕
上
が
っ
て

い
き
ま
す
。

　

材
料
と
な
る
餅
わ

ら
や
裏う

ら
じ
ろ白

、
御ご

へ
い幣

な

ど
は
地
域
で
調
達

す
る
か
手
作
り
の
も

の
。
地
域
の
30
代
か

ら
最
高
85
歳
の
方
が

参
加
し
、
完
成
さ
せ

て
い
き
ま
す
。

　

参
加
者
の
み
な
さ

ん
は
、「
み
ん
な
が

集
ま
っ
て
、
な
ん
で 

も
な
い
話
を
し
な
が

ら
作
る
の
が
楽
し
い
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

11
月
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）
の
２
日
間
、「
道
の
駅
お

茶
の
京
都
み
な
み
や
ま
し
ろ
村
」
で
京
都
府
茶
業
連
合
青
年

団
主
催
の
『
ウ
チ
茶
博
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
北
は
舞
鶴
、
南
は
南
山
城
村
ま
で

に
及
ぶ
京
都
府
内
の
連
合
青
年
団
を
構
成
す
る
11
団
体
が
集

ま
り
、
産
地
ご
と
に
宇
治
茶
の
魅
力
を
発
信
し
ま
し
た
。

　

無
料
参
加
の
ほ
う
じ
茶
体
験
か
ら
は
香
ば
し
い
香
り
が
会

場
を
包
み
、
で
き
上
が
っ

た
ほ
う
じ
茶
は
ひ
と
そ
れ

ぞ
れ
の
味
に
な
る
と
の
こ

と
で
、
み
な
さ
ん
楽
し
み

に
持
ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

ほ
か
に
も
品
種
や
茶
種

に
よ
る
飲
み
比
べ
や
宇
治

茶
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ

等
の
販
売
が
あ
り
、
来
場

さ
れ
た
方
に
は
京
都
府
内

の
お
茶
の
魅
力
を
発
信
で

き
ま
し
た
。

来場者で賑わう会場 観光案内所での入選作品展示

ほうじ茶体験の様子産地ごとのブースで宇治茶の魅力をアピールしたウチ茶博会場

「こうやってよる（ねじる）んやで」とレクチャーも 和気あいあいと会話がはずむ中、作業は進みます
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まち＊むらの 話題

３
町
村

３
町
村

笠
置
町
・
南
山
城
村

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ

ス
タ
ー
の
審
査
結
果

は
し
ご
車
納
入
式

人
権
の
花
運
動

　

京
都
府
選
挙
管
理
委
員
会
・
京
都
府
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
が
主
催
す
る
「
令
和
２

年
度
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
」
入
賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ご
応
募
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
審
査
結
果
】

　

佳
作　

中
本
聖
菜
（
笠
置
小
学
校
４
年
）

　

佳
作　

大
東
け
や
き

 

（
南
山
城
小
学
校
５
年
）

　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
と
奈
良
市

は
、
10
月
22
日
（
木
）、
関
係
各
首
長
ら
が

出
席
し
た
は
し
ご
車
納
入
式
を
奈
良
市
北
消

防
署
で
お
こ
な
い
、
11
月
１
日
（
月
）
か
ら

は
し
ご
車
の
共
同
運
用
を
始
め
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
４
月
の
消
防
庁
に
よ
る
「
消
防

の
連
携
・
協
力
の
推
進
」
の
通
知
に
基
づ

き
、
両
者
が
連
携
し
、
は
し
ご
車
を
相
楽
中

部
消
防
組
合
と
奈
良
市
が
折
半
で
購
入
し
ま

し
た
。
府
県
を
超
え
た
消
防
の
広
域
連
携
は

全
国
初
と
な
り
ま
す
。

　

は
し
ご
車
は
３
階
以
上
の
建
物
火
災
に
出

動
し
、
逃
げ
遅
れ
た
人
の
救
助
や
放
水
に
活

用
さ
れ
る
予
定
で
す
。
今
後
は
奈
良
市
北
消

防
署
で
運
用
さ
れ
、
合
同
訓
練
を
お
こ
な
う

な
ど
連
携
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。

　

｢

人
権
の
花
運
動｣

は
子
ど
も
た
ち
が

互
い
に
協
力
し
な
が
ら
花
を
育
て
る
こ

と
に
よ
り
、
助
け
合
い
、
感
謝
す
る
こ

と
の
大
切
さ
や
、
命
の
尊
さ
・
人
権
感

覚
を
学
び
、
は
ぐ
く
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
が
進
め
て
い
る
啓
発
運
動
で
す
。

　

今
年
も
各
町
村
の
人
権
擁
護
委
員
の

み
な
さ
ん
か
ら
京
都
府
の
人
権
の
花
に

指
定
さ
れ
て
い
る
水
仙
の
球
根
・
植
木

鉢
が
保
育
園
（
所
）・
小
学
校
に
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

笠
置
町
で
は
、
10
月
15
日
（
木
）
に

笠
置
小
学
校
で
贈
呈
式
が
お
こ
な
わ
れ
、

小
学
校
全
児
童
と
保
育
所
年
長
ク
ラ
ス

の
子
ど
も
た
ち
に
球
根
と
植
木
鉢
が
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈
式
の
後
、
子
ど

も
た
ち
は
学
年
ご
と
に
球
根
を
一
つ
ひ

と
つ
丁
寧
に
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

和
束
町
で
は
、
10
月
12
日
（
月
）
に

保
育
園
と
小
学
校
で
人
権
の
花
贈
呈
式
・

植
付
け
式
が
お
こ
な
わ
れ
、
和
束
町
人

権
擁
護
委
員
の
３
人
の
方
が
、
水
仙
の

球
根
と
鉢
植
え
を
園
児
・
児
童
に
贈
呈

さ
れ
ま
し
た
。
人
権
擁
護
委
員
の
方
か

ら
、「
水
仙
に
は
尊
敬
や
思
い
や
り
と
い

う
花
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
思
い
や
り
や

愛
情
を
忘
れ
ず
、
み
ん
な
仲
良
く
大
切

に
育
て
て
く
だ
さ
い
」
と
の
呼
び
か
け

の
後
、
球
根
の
植
付
け
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
来
年
３
月
に
開
か
れ
る
人
権
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
子
ど
も
た
ち
が
育
て

た
水
仙
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
み

な
さ
ん
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

南
山
城
村
で
は
、
10
月
12
日
（
月
）

に
保
育
園
と
小
学
校
で
人
権
の
花
贈
呈

式
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
保
育
園
で

は
３
歳
か
ら
５
歳
児
を
対
象
に
人
権
擁

護
委
員
に
よ
る
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

が
お
こ
な
わ
れ
、
思
い
や
り
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
３
・
４
年
生

を
対
象
に
人
権
の
花
で
あ
る
水
仙
に
つ

い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
、
贈
呈
後
は

そ
れ
ぞ
れ
、
球
根
の
植
付
け
を
お
こ
な

い
、
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

大東けやきさん

南山城保育園

和束小学校

笠置小学校

中本聖菜さん

はしご車納入式テープカットの様子
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教育

就
学
援
助
費
の
入
学
前
支
給

　

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
で
は
、
就
学
援
助
費
の

う
ち
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
（
令
和
３

年
２
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
習
に
必

要
な
文
房
具
や
靴
な
ど
の
購
入
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者

に
対
し
、
学
用
品
費
や
通
学
用
品
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

令
和
３
年
４
月
に
連
合
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
保
護
者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
対

し
、「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
に
支
給
し

ま
す
。

①�

来
年
、
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
い
る
保

護
者
の
み
な
さ
ん
へ

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

⑴ 

申
請
す
る
日
に
笠
置
町
、
和
束
町
及
び
南
山
城
村
の
い
ず

れ
か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵ 

お
子
さ
ん
が
令
和
３
年
４
月
に
連
合
立
の
小
学
校
（
笠
置

小
学
校
・
和
束
小
学
校
・
南
山
城
小
学
校
）
に
入
学
予
定

の
方

⑶
次
の
①
～
⑨
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

① 

生
活
保
護
の
停
止
又
は
廃
止
を
受
け
た
が
、
な
お
経
済

的
に
困
っ
て
い
る
方

　

② 

市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
か
、
ま
た
は
減
免
を
受

け
て
い
る
方

　

③
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

　

④ 

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
の
減
免
ま
た
は
徴
収
の
猶
予

を
受
け
て
い
る
方

　

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

　

⑥
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
貸
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑦
職
業
安
定
所
登
録
の
日
雇
い
労
働
者
の
方

　

⑧ 

民
生
（
児
童
）
委
員
が
特
に
援
助
が
必
要
と
認
め
る
状

態
に
あ
る
方

　

⑨ 

①
～
⑧
に
は
該
当
し
な
い
が
、
特
別
な
事
情
に
よ
り
、

令
和
元
年
中
に
比
べ
て
令
和
２
年
の
収
入
が
減
少
し
、

認
定
基
準
以
下
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

申
請
手
続
き

　

申
請
場
所
… 

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
・
入
学
予
定
の
小

学
校

　

受
付
期
間
… 

12
月
18
日
（
金
）
～
令
和
３
年
１
月
15
日

（
金
）
月
曜
日
～
金
曜
日
ま
で
の
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土
・
日
曜
、

祝
日
は
休
み
で
す
。）

　

申
請
に
必
要
な
も
の

⑴ 

相
楽
東
部
広
域
連
合
就
学
援
助
費
支
給
申
請
書
（
申
請
書

は
、
連
合
教
育
委
員
会
及
び
入
学
予
定
の
小
学
校
に
あ
り

ま
す
。）

⑵
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

⑶ 

就
学
援
助
費
の
振
込
先
の
保
護
者
の
口
座
が
わ
か
る
普
通

預
金
通
帳
な
ど

⑷
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
写
し
な
ど

※ 

今
回
、
入
学
前
支
給
の
申
請
を
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
４

月
以
降
に
令
和
３
年
度
の
就
学
援
助
を
申
請
し
、
４
月
か

ら
の
認
定
と
な
っ
た
場
合
は
、
入
学
後
の
７
月
頃
に
就
学

援
助
費
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 

今
回
の
申
請
で
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
改
め
て
令
和

３
年
度
の
就
学
援
助
の
申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
学
用
品
費
な
ど
は
７
月
頃
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
・
支
給
日
等

　

支
給
額
…
５
１
，０
６
０
円
（
定
額
）

　

支
給
日
…
令
和
３
年
２
月
15
日
（
月
）（
予
定
）

　

支
給
方
法
…
保
護
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

　
　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課 

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　
　

笠
置
小
学
校 

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
０
４
６

　
　

和
束
小
学
校 

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
０
７
２

　
　

南
山
城
小
学
校 

☎
０
７
４
３
・
93
・
３
７
３
０

② 

令
和
２
年
度
就
学
援
助
費
受
給
者
で
小
学
６
年
生

の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

令
和
２
年
度
就
学
援
助
制
度
の
受
給
認
定
を
受
け
て
い
る

小
学
６
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
中
学
校
入
学

後
に
支
給
し
て
い
た
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入

学
前
（
令
和
３
年
２
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

⑴ 

申
請
す
る
日
に
笠
置
町
、
和
束
町
及
び
南
山
城
村
の
い
ず

れ
か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵ 

お
子
様
が
令
和
３
年
４
月
に
相
楽
東
部
広
域
連
合
立
中
学

校
（
和
束
中
学
校
・
笠
置
中
学
校
）
ま
た
は
京
都
府
立
中

学
校
に
入
学
予
定
の
方

⑶ 

申
請
す
る
日
に
「
令
和
２
年
度
就
学
援
助
制
度
」
の
受
給

認
定
を
受
け
て
い
る
方

申
請
手
続
き　

手
続
き
は
不
要
で
す

支
給
額
・
支
給
日
等

　

支
給
額
…
６
０
，０
０
０
円
（
定
額
）

　

支
給
日
…
令
和
３
年
２
月
15
日
（
月
）（
予
定
）

　

支
給
方
法
… 

現
在
、
受
給
さ
れ
て
い
る
就
学
援
助
費
と
同

じ
方
法
で
支
給
し
ま
す
。

注
意
事
項

⑴ 

令
和
３
年
３
月
末
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合

や
私
立
学
校
等
へ
就
学
す
る
場
合
は
、
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
費
の
支
給
対
象
外
で
す
。
受
給
さ
れ
た
と
き
は
、

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

⑵ 

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
小
学
６
年
生
で
受
給
し
た

方
は
、
中
学
１
年
生
で
の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑶ 

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
ご
希
望
で

な
い
方
は
、
令
和
３
年
１
月
15
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５
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教育

和
束
地
域
学
校
協
働
本
部
設
立

南
山
城
村
青
少
年
育
成
協
議
会

青
少
年
の
主
張
大
会
（
南
山
城
村
）

南
山
城
小
学
校
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

９
月
17
日
（
木
）

に
、
和
束
町
の
地
域

社
会
全
体
で
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
、
学

校
や
家
庭
を
支
援
す

る
地
域
学
校
協
働
活

動
事
業
と
し
て
「
和

束
地
域
学
校
協
働
本

部
」
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
地

域
と
学
校
が
連
携
・

協
働
す
る
仕
組
み
づ

く
り
を
促
進
し
、
子

ど
も
た
ち
を
支
え
る

だ
け
で
な
く
、
地
域

住
民
の
生
涯
学
習
・

自
己
実
現
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
活
動

を
通
じ
て
地
域
の
つ

な
が
り
・
絆
を
強
化

し
、
地
域
の
活
性
化

を
図
る
も
の
で
す
。

　

今
後
「
地
域
サ
ポ 

ー
タ
ー
」
と
し
て
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
、
よ
り
よ
い

取
組
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　

11
月
８
日
（
日
）

に
南
山
城
村
文

化
会
館
（
や
ま
な

み
ホ
ー
ル
）
に
て

「
青
少
年
の
主
張

大
会
」
が
開
か
れ

ま
し
た
。
小
・
中

学
生
の
計
７
人
が

日
頃
考
え
て
い
る

こ
と
や
、
想
い
を

一
生
懸
命
に
堂
々

と
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
南
山
城
村
代

表
」
に
選
ば
れ
た

２
人
は
、
令
和
３

年
２
月
21
日
（
日
）

に
同
じ
く
南
山
城

村
文
化
会
館
（
や

ま
な
み
ホ
ー
ル
）

に
て
開
か
れ
る
「
相

楽
少
年
の
主
張
大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。

　
【
出
場
者
】

　
　

代　

表　

南
山
城
小
学
校　

６
年　

村
田
利
奈

　
　

代　

表　

笠
置
中
学
校　
　

２
年　

北
野
蓉

　
　
　
　
　
　

南
山
城
小
学
校　

５
年　

大
東
け
や
き

　
　
　
　
　
　

南
山
城
小
学
校　

５
年　

草
水
ひ
よ
り

　
　
　
　
　
　

南
山
城
小
学
校　

６
年　

南
山
大
志

　
　
　
　
　
　

笠
置
中
学
校　
　

１
年　

草
水
凜
華

　
　
　
　
　
　

笠
置
中
学
校　
　

２
年　

堂
山
由
佳

　

10
月
31
日
（
土
）、

南
山
城
小
学
校
で

「
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か

れ
、
多
く
の
児
童
・

保
護
者
・
地
域
の
み

な
さ
ん
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
年
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
学
年

別
授
業
参
観
の
形
式

で
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。

　

南
山
城
地
域
学
校

協
働
本
部
及
び
、
Ｊ

Ａ
南
山
城
村
支
店
、

南
山
城
村
役
場
等
の

協
力
を
得
て
、
地
域

の
様
々
な
方
を
講
師

に
お
招
き
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

地
域
の
方
と
の
ふ
れ

あ
う
中
で
多
く
の
貴

重
な
体
験
が
出
来
た

こ
と
に
と
て
も
満
足

し
て
い
ま
し
た
。

地域サポーターによる読み聞かせの様子 地域サポーターによる登校の見守りの様子

しいたけの収穫の様子 お茶の淹れ方のレクチャーの様子 しめ縄作りの様子
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行政 A d m i n i s t r a t i o n

令和３年度償却資産（固定資産税）の申告書等の
提出先にご注意ください

　償却資産をお持ちの方は、毎年１月１日現在の資産所有状況について、１月31日までに申告していただく必要

があります。

※令和３年度申告の提出期限は令和３年２月１日（月）です。

　償却資産とは、会社や個人で工場や商店等を経営している人が、土地・家屋以外の事業の用に供するために保

有している資産で、構築物や機械および装置・備品等のことです。

　これまで償却資産申告書等は償却資産の所在する市町村にそれぞれ提出していただいていましたが、令和３年度

申告からは京都府内の各市町村（京都市を除く）分の申告書等について、京都地方税機構に一括で提出（郵送可）

していただくことが可能になりました。

　ただし、令和３年度申告については、新型コロナウイルス感染症に係る固定資産税の軽減措置の適用を受ける場

合、京都地方税機構ではなく償却資産の所在する市町村に提出していただく必要があります。

　詳しくは以下の表をご確認ください。

＜償却資産申告書等の提出先＞

申告年度 分　　　類 提出先

令和２年度まで － 償却資産の所在する市町村

令和３年度

新型コロナウイルス感染症に係る固定資産
税の軽減措置の適用を受ける場合

償却資産の所在する市町村
（注１）

上記軽減措置の適用を受けない場合 京都地方税機構
（注２）

　注１：新型コロナウイルス感染症等に係る固定資産税の軽減措置を受ける場合は、償却資産申告書等提出時に

必要書類を添付してください。詳細は、提出先の市町村にお問合せください。

　注２：京都地方税機構に一括で提出される場合でも、申告書は償却資産の所在する市町村ごとに作成してください。

　申告書用紙等は、京都地方税機構又は償却資産の所在する各市町村のホームページからダウンロードしていただ

くことができます。

　なお、前年度に申告された方に対しては、京都地方税機構から12月中旬に申告書等を郵送します。

　申告書等の提出期限間近になりますと大変混雑しますので、なるべく令和３年１月12日（火）までの早期申告

にご協力ください。

＜新型コロナウイルス感染症に係る固定資産税の軽減措置に関する問合せ先＞
　笠置町税住民課　　☎0743・95・2301（代表）

　和束町税住民課　　☎0774・78・3005（直通）

　南山城村税財政課　☎0743・93・0103（直通）

＜償却資産申告書等に関する問合せ先＞
　 HP 　http://www.zeimukyodoka.jp/

　　京都地方税機構事務局業務課償却資産担当

　　　☎075・414・4503
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行政 A d m i n i s t r a t i o n

マイナンバーカード交付申請書の再送付のおしらせ（３町村）

マイナンバーカード休日臨時窓口開設について（和束町）

　令和３年３月（予定）から、マイナンバーカードの健康保険証としての利用が開始されることに伴い、早期か
つ円滑なマイナンバーカードの発行が可能なオンラインでの交付申請を進めるという観点から、オンライン申請に
必要な申請用QRコード付きのマイナンバーカード交付申請書が令和３年１月から順次送付されます。今回の送付
対象者はマイナンバーカード未取得者のうち、交付申請をおこなっていない方（令和２年10月31日時点で75歳未
満の方）です。

マイナンバーカードの申請方法
　申請方法については、下記の「４つの申請方法の手順はこちら！」をご覧ください。

マイナンバーカードの健康保険証としての利用について
　マイナンバーカードを健康保険証として利用するには、マイナポータルを通じて、事前登録が必要です。事前
登録は、お手持ちのスマートフォンやパソコン（カードリーダーが必要です）からおこなうことができます。

問合せ　笠置町税住民課　　　☎0743・95・2301（代表）
　　　　和束町税住民課　　　☎0774・78・3005（直通）
　　　　南山城村保健福祉課　☎0743・93・0104（直通）

　マイナンバーカードの申請をご希望の方や、交付通知書が届いた方、マイナンバーカードをお持ちで電子証明
書の更新通知が届いた方で、平日の開庁時間にお越しになれない場合は、令和３年１月～令和３年３月の第２、
第４土曜日（午前９時～正午まで）に休日窓口を開設しますので、ご利用ください。

問合せ　税住民課　☎0774・78・3005（直通）
ご希望の方は、必ず利用日１週間前までの平日に予約をお願いします。
（例：令和３年１月９日をご利用の場合は令和２年12月28日までに、令和３年１月23日をご利用の場合
　　　は令和３年１月15日までにお願いします。）

【必要書類】
≪申請をご希望の方≫　　本人確認ができるもの（運転免許証等）
≪交付をご希望の方≫　　本人確認ができるもの（運転免許証等）
　　　　　　　　　　　　通知カード
　　　　　　　　　　　　交付通知書（はがき）
≪電子証明書更新をご希望の方≫　　マイナンバーカードと暗証番号が必要です。

４つの申請方法の手順はこちら！

❶ スマホで顔写真を撮影
❷ スマホで交付申請書の
　 QRコードを読み取る

❸ 申請用WEBサイトで
　 メールアドレスを登録

❹ 申請者専用WEBサイトのURLが届いたら、
　 顔写真を登録、必要事項を入力して申請完了

スマートフォン

パソコン
カメラで
顔写真を撮影

❶

申請用WEB
サイトでメール
アドレスを登録

❷

❸

半分以上の人が
オンラインからの
申請なんだって！

証明用
写真機

タッチパネルから
「個人番号カード申請」
を選択

❶

撮影用の料金を投入
して、交付申請書の
QRコードをバーコード
リーダーにかざす

❷

画面の案内にしたがっ
て、必要事項を入力

❸

画面の案内にしたがっ  
　て、顔写真を撮影して
送信し、申請完了

❹
交付申請書

郵 便POST

交付申請書に必要
事項を記入し、
６か月以内に撮影
した顔写真を貼り
付けて郵送し、
申請完了

❶

マイナンバーカード 郵便

申 請 者 専 用
WEBサイトの
URLが届いた
ら、顔写真を登
録、必要事項を
入力して申請
完了

交付申請書が
ない場合

専用サイトから交付申請書と封筒
がダウンロードできます。
プリントアウトしてお使いください。
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保健・福祉

シ
リ
ー
ズ
　
相
楽
医
師
会
　 

健
康
ア
ド
バ
イ
ス

そ
の
69
　
風
邪
で
病
院
受
診
は
不
要
？

　
「
風
邪
」
の
正
式
名
称
は
「
風
邪
症
候
群
」
と
い
い

ま
す
。「
普
通
感
冒
」「
流
行
性
感
冒
（
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
）」「
咽
頭
炎
」「
喉
頭
炎
」「
気
管
支
炎
」
な
ど
、

主
に
空
気
の
通
り
道
（
上
気
道
）
の
急
性
炎
症
を
指

し
ま
す
。
そ
の
原
因
は
80
～
90
％
が
ウ
イ
ル
ス
感
染

で
、
他
に
細
菌
感
染
・
寒
冷
・
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
主
な
ウ
イ
ル
ス
感
染
と
し
て
は
ラ

イ
ノ
ウ
イ
ル
ス
、
通
常
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
多
く
、

続
い
て
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
、
パ
ラ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ

イ
ル
ス
、
ア
デ
ノ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
で
す
。
ウ
イ
ル
ス

以
外
で
は
溶
連
菌
な
ど
の
細
菌
、
肺
炎
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
、
肺
炎
ク
ラ
ミ
ド
フ
ィ
ラ
な
ど
の
特
殊
細
菌
が

原
因
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

治
療
の
原
則
は
、
十
分
な
水
分
と
栄
養
を
取
り
安

静
に
過
ご
す
こ
と
で
自
然
治
癒
を
目
指
し
ま
す
。
原

因
の
80
～
90
％
を
占
め
る
ウ
イ
ル
ス
に
抗
生
物
質
は

効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
細
菌
感
染
が
原
因
と
考
え
ら

れ
る
場
合
の
み
抗
生
物
質
が
有
効
と
な
り
ま
す
。

　

熱
が
出
る
の
は
免
疫
機
能
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

で
す
。
発
熱
し
て
い
る
の
は
身
体
の
中
で
免
疫
細
胞

が
ウ
イ
ル
ス
と
戦
っ
て
い
る
証
拠
で
す
。
体
温
を
上

げ
て
免
疫
を
活
性
化
さ
せ
、
ウ
イ
ル
ス
へ
の
攻
撃
力

を
高
め
て
い
る
の
で
す
。
ま
た
ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
弱

い
た
め
、
体
温
を
上
げ
る
こ
と
で
ウ
イ
ル
ス
の
活
動

を
抑
え
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
解
熱
剤
で
無
理
に
熱

を
下
げ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
原
理
に
逆
ら
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
得
策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
高
熱
が
続
く
と
激
し
く
体
力
を
消
耗
し
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
う
言
っ
た
場
合
に
は
適
宜
解
熱
剤

を
使
用
す
べ
き
で
し
ょ
う
。
く
し
ゃ
み
や
鼻
水
、
咳

や
痰
な
ど
の
症
状
は
人
体
に
と
っ
て
異
物
で
あ
る
病

原
体
を
身
体
か
ら
追
い
出
す
た
め
の
生
体
反
応
の1

つ

で
あ
り
、
薬
で
無
理
矢
理
止
め
る
こ
と
で
、
下
手
を

す
れ
ば
風
邪
が
長
引
く
ど
こ
ろ
か
重
篤
化
す
る
可
能

性
す
ら
あ
り
ま
す
。
よ
っ
ぽ
ど
辛
く
な
い
限
り
は
無

理
に
止
め
な
い
方
が
良
い
で
す
。
た
だ
し
、
痰
が
出

な
い
乾
い
た
咳
は
繰
り
返
す
こ
と
が
多
く
、
体
力
を

消
耗
し
や
す
い
の
で
薬
で
早
め
に
止
め
た
方
が
良
い

で
す
。
実
際
、
自
分(

著
者)

は
風
邪
を
引
い
て
も
ほ

と
ん
ど
薬
は
飲
み
ま
せ
ん
。
効
く
薬
な
ん
ぞ
存
在
し

な
い
と
分
か
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
飲
む
と
し
て
も

熱
が
し
ん
ど
い
時
に
解
熱
剤
、
喉
が
痛
く
て
た
ま
ら

な
い
時
に
鎮
痛
剤
程
度
で
す
。
風
邪
は
自
然
に
治
る

こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
、
決
し
て
薬
が
治
し
て
い
る
わ

け
で
は
無
い
の
で
す
。
風
邪
で
受
診
さ
れ
た
患
者
さ

ん
か
ら
「
特
効
薬
を
く
だ
さ
い
！
」
と
言
わ
れ
て
し

ま
う
と
い
つ
も
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
症
状
が
軽
け

れ
ば
３
～
４
日
は
家
で
様
子
を
見
て
、
良
く
な
ら
な

け
れ
ば
重
篤
化
す
る
前
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

島
谷
ク
リ
ニ
ッ
ク

島
谷
英
彦
（
精
華
町
）

医療従事者届についてのおしらせ
　医療従事者等の資格（下記表を参照）を有する方で該当する方は、もれなく届出が必要になりますので、令和
３年１月15日（金）までに済ませるようにしましょう。

関係法令による届出義務者 就業地等の区別 届出先

医 師
歯 科 医 師
薬 剤 師

有資格者全員
※１よりダウンロード可

住所地または就業地が
京都府内　　　　　　

管轄の府内保健所

保 健 師
助 産 師
看 護 師
准 看 護 師
歯 科 衛 生 士
歯 科 技 工 士

令和２年12月31日現在
業務に従事している方
※２よりダウンロード可

就業地が京都市内
京都府医療課

☎075・414・4746

就業地が京都府内 管轄の府内保健所

※１　厚生労働省ホームページ
　　　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/iryou/sanshi_todokede.html
※２　京都府ホームページ
　　　http://www.pref.kyoto.jp/iryo/jyujishatodoke.html
問合せ　京都府山城南保健所　☎0774・72・4301
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安心・安全

木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◇
年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動
が
始
ま
り
ま
す

　

実
施
期
間

　
　

12
月
１
日
（
火
）
～
20
日
（
日
）
ま
で
の
20
日
間

　

運
動
の
目
的

　

 　

広
く
府
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・
浸
透
を
図
り
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を

習
慣
づ
け
る
と
と
も
に
、
府
民
自
身
に
よ
る
道
路
交
通

環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
。

　

 　

木
津
警
察
署
で
は
、
年
末
の
交
通
事
故
防
止
に
向
け
て

各
関
係
機
関
と
連
携
し
て
、
府
民
の
み
な
さ
ん
が｢

交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い｣

｢

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い｣
活
動

を
実
施
し
ま
す
。

◇�

毎
年
12
月
10
日
〜
16
日
は｢

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発

週
間｣

で
す

　

 　

警
察
で
は
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
容
疑
事
案
に
つ
い

て
、
国
内
外
の
関
係
機
関
と
連
携
し
つ
つ
、
新
た
な
情
報

の
収
集
等
所
要
の
捜
査
・
調
査
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

 　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
つ
い
て
の
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
北
朝
鮮
に
よ
る
拉
致

容
疑
事
案
の
解
決
に
府
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

 　

拉
致
問
題
は
我
が
国
の
喫
緊
の
国
民
的
課
題
で
す
。
京

都
府
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
拉
致
の
可
能
性
を
排
除

で
き
な
い
事
案
に
係
る
方
々
」
に
つ
い
て
掲
載
し
て
い

ま
す
。
み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
提
供
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

72･

０
１
１
０

特
殊
詐
欺
被
害
に
要
注
意

 　

本
年
９
月
末
の
警
察
署
管
内
に
お
け

る
特
殊
詐
欺
被
害
は

　

認
知
件
数　

５
件

　
　
（
前
年
比
＋
１
件
）

　

被
害
金
額
約
１
０
０
０
万
円

　
　
（
前
年
比
約
＋
９
５
０
万
円
）

　

と
、
被
害
金
額
が
大
幅
に
増
加
し
て

い
ま
す
。

◇
通
話
録
音
装
置
無
償
貸
出
中
◇

　

通
話
録
音
装
置
は
、

　
　

・
今
お
使
い
の
電
話
機
に
取
り
付
け

　
　

・
通
話
内
容
を
録
音
す
る
機
能

　
　

・
相
手
に
警
告
す
る
機
能

　
　

・
難
し
い
設
定
、
操
作
は
ナ
シ

　

で
詐
欺
犯
人
か
ら
の
電
話
を
撃
退
し
ま
す
。

木
津
安
全

ニ
ュ
ー
ス

　

無
償
貸
出
期
間　

90
日
間

※
返
却
時
に
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎ 

特
殊
詐
欺
の
犯
人
は
、
音
声
が
録
音
さ
れ
、
証
拠
が
残

る
こ
と
を
嫌
う
の
で
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
、
防

犯
機
能
付
電
話
機
等
を
利
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る

と
、
電
話
を
「
切
る
」
傾
向
が
あ
り
、
被
害
防
止
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。

ナ
ン
バ
ー
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
発
信
者
番
号
表
示
）
サ
ー
ビ

ス
に
加
入
し
、「
非
通
知
」
着
信
を
拒
否
す
る
設
定
を
利
用

す
る
こ
と
で
、
防
犯
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

★ 

申
込
手
続
、
貸
出
条
件
等
は
、
木
津
警
察
署
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

木
津
警
察
署

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
72
・
０
１
１
０

この電話は、
振り込め詐欺などの
犯罪被害防止のため、
会話内容が自動録音

されます。
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おしらせ

講

　座

講

　座

実
施
日　

12
月
10
日
（
木
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

場　

所　

つ
む
ぎ
て
ら
す

講　

師　

西
垣
喜
美
代
さ
ん

参
加
対
象　

笠
置
町
在
住
か
つ
60
歳
以
上
の
方

問
合
せ　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
７
２
６

『
健
康
体
操
教
室
』

催

　し

催

　し

実
施
日　

12
月
16
日
（
水
）

時　

間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）研
修
室

講　

師　

ク
ラ
ー
ク
・
ボ
ー
ド
リ
ー
先
生

参
加
対
象　

 

英
会
話
教
室
の
参
加
者
な
ら
び
に
中
学
生
以

上
の
３
町
村
在
住
・
在
勤
で
希
望
す
る
方

参
加
費　

３
０
０
円
（
お
菓
子
・
飲
み
物
代
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

 
筆
記
用
具
・
５
０
０
円
程
度
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を

お
こ
な
い
ま
す
）

定　

員　

先
着
15
人

申
込
受
付　

12
月
１
日
（
火
）
～
９
日
（
水
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

募

　集

募

　集

実
施
日　

12
月
12
日
（
土
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館（
や
ま
な
み
ホ
ー
ル
）和
室

講　

師　

菅
瀬
操
仙
さ
ん

対
象
者　

親
と
子
の
茶
道
教
室
受
講
生

※ 

受
講
生
以
外
の
方
で
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
５
８
０

※�

マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
上
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の
状
況
に
応

『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』

聴
覚
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
～
冬
休
み
～

日　

時　

12
月
20
日
（
日
）、
26
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

内　

容　

ク
リ
ス
マ
ス
会
・
紙
粘
土
ア
ー
ト

申
込
締
切　

12
月
11
日
（
金
）

場　

所　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11-

64)

対
象
者　

 

聴
覚
障
害
の
あ
る
小
学
生
・
中
学
生

や
そ
の
兄
弟
・
友
達

　
　
　
　

 （
高
校
生
以
上
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
可
能
）

参
加
費　

各
回
３
０
０
円

材
料
費　

各
回
５
０
０
円

申
込
方
法　

 

メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
電
話
に
て
、

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

番
号
・
年
齢
・
聴
覚
障
害
の
有
無
・

参
加
日
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
京
都

府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
掲
載

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

申
込
み　

 

聴
覚
障
害
児
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
実
行
委

員
会 

福
田

　
　
　
　

〒
６
１
０-

０
１
２
１

　
　
　
　

城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11-

64

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４･

30･

９
０
０
０

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４･

55･

７
７
０
８

　
　
　
　
　

yam
ashirojidodei@

gm
ail.com

職　

種　

用
務
員
（
保
育
所
）

募
集
人
数　

１
人

業
務
内
容　

南
山
城
保
育
園
の
清
掃
作
業
等

勤
務
条
件　

 

平
日
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の

午
後
１
時
30
分
～
５
時
ま
で

　
　
　
　

報
酬　

時
給
９
１
２
円
～（
昇
給
制
度
有
）

実
施
日　

12
月
17
日
（
木
）

時　

間　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

　
　
　
　
（
約
90
分
予
定
）

場　

所　

南
山
城
小
学
校

講　

師　

 

原
清
治
さ
ん
（
佛
教
大
学
教
育
学
部

教
育
学
科
教
授
）

人
権
学
習
会
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

12
月
23
日
（
水
）

時　

間　

午
前
10
時
～
11
時
（
１
教
室
目
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
３
時
（
２
教
室
目
）

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー（
１
教
室
目
）

　
　
　
　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
（
２
教
室
目
）

講　

師　

勝
田
智
子
さ
ん

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

各
教
室
先
着
10
人

申
込
期
間　

12
月
７
日
（
月
）
～
16
日
（
水
）

参
加
費
用　

１
７
０
０
円

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

軍
手
・
ス
コ
ッ
プ
・
タ
オ
ル
・
割
箸

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

実
施
日　
令
和
３
年
１
月
29
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
～
正
午

場　

所　
笠
置
町
産
業
振
興
会
館
研
修
室

講　

師　

西
村
典
夫
さ
ん

作　

品　

カ
ン
ト
リ
ー
ラ
ッ
ク

　
　
　
　

サ
イ
ズ
高
90
×
幅
40　

奥
行
30

参
加
対
象　

 

３
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

定　

員　

先
着
10
人

申
込
期
間　

１
月
12
日
（
火
）
～
22
日
（
金
）

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時

参
加
費
用　

２
０
０
０
円
程
度
（
材
料
費
＋
講
習
料
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

軍
手
・
エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル

服　

装　

汚
れ
て
も
い
い
服
装
・
運
動
靴　

 

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

大
人
の
英
会
話
教
室 

和
束
町
＆
南
山
城
村
教
室
合
同

大
人
も
Ｗ
ａ
ｋ
ｕ
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
体
験
事
業

『
お
正
月
の
寄
せ
植
え
教
室
』

『
ク
リ
ス
マ
ス
・
パ
ー
テ
ィ
ー
』

『
木
工
体
験
教
室
』

日　

時　

12
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
10
分

場　

所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル

内　

容　

 

町
史
編
集
委
員
で
京
都
府
立
大
学
の

菱
田
哲
郎
教
授
の
現
地
調
査
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
わ
か
っ
て
き
た
和
束
の
古
墳

に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
締
切　

12
月
４
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

問
合
せ　

和
束
町
史
編
さ
ん
室

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
74
・
８
９
５
２

そ
の
他　

 

当
日
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
対
策
の
た
め
、
マ
ス
ク
の

着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

第
３
回　

和
束
の
歴
史
講
演
会

「
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
和
束
町
の
古
墳
」

日　

付　

12
月
９
日
（
水
）
～
18
日
（
金
）

場　

所　

和
束
町
役
場
１
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ　

調
査
風
景

内　

容　

 

こ
れ
ま
で
に
実
施
さ
れ
た
古
墳
、
生

き
物
や
聞
き
取
り
調
査
等
の
調
査
風

景
に
つ
い
て
写
真
展
示
を
し
ま
す
。

役
場
に
来
ら
れ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

和
束
町
史
編
さ
ん
室

「
写
真
展
示
」
の
案
内

じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ
て
い
た
だ
く
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
、連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
お
電
話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
（
保
育
所
用
務
員
）
募
集

対
象
者　

南
山
城
村
に
お
住
ま
い
の
方

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）
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おしらせ

実
施
日

場　

所

12
月
16
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　

18
日（
金
）

童
仙
房
公
民
館

　
　

25
日（
金
）

高
尾
公
民
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
２
９
４

※�

以
上
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　

所

12
月
16
日
（
水
）

つ
む
ぎ
て
ら
す

　
　

25
日
（
金
）

笠
置
会
館

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

問
合
せ　

笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

健
康
相
談
（
笠
置
町
）

実
施
日　

12
月
21
日
（
月
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

 

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

行
政
・
人
権
・
困
り
ご
と
相
談
（
南
山
城
村
）

実
施
日　

12
月
21
日
（
月
）

無
料
法
律
相
談
（
南
山
城
村
）

日　

時　

12
月
17
日
（
木
）

　
　
　
　
　

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～

場　

所　
相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相
楽
会
館
内
）

内　

容　

 
聴
こ
え
に
関
す
る
相
談･

聴
力
測
定 

（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間
程
度
）

対　

象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
方
と
そ
の
ご
家
族

き
こ
え
の
相
談
会

そ
の
他

そ
の
他

日　

時　

12
月
22
日（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場　

所　

京
都
府
木
津
川
市
木
津
駅
前
１ｰ

10

　
　
　
　

 （
Ｊ
Ｒ
木
津
駅 

西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
前
す
ぐ
）

　
　
　
　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

費　

用　

無
料

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
71
・
０
７
０
１

　
　
　
　

℻
０
７
７
４･

71･

０
７
０
５

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
ご
相
談
を
お
受
け
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

就
職
相
談
（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

実
施
日　

12
月
11
日
（
金
）

時　

間　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　

所　

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　
和
束
町
人
権
啓
発
課（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
４
８
８

人
権
相
談
（
和
束
町
）

相

　談

相

　談

実
施
日　

12
月
15
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
～
４
時

場　

所　

産
業
振
興
会
館
１
階
和
室

問
合
せ　

笠
置
町
税
住
民
課
・
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
３
０
１（
代
表
）

人
権
・
行
政
相
談
（
笠
置
町
）

日　

時　

令
和
３
年
１
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で

場　

所　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　

容　

 

心
肺
蘇
生
法
・
異
物
除
去
法
・
止
血
法
及

び
自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の

使
用
方
法
な
ど
（
人
工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市･

笠
置
町･

和
束
町
及
び
南

山
城
村
に
在
住･

在
学
ま
た
は
勤
務

者
（
中
学
生
以
上
の
方
と
し
ま
す
。）

募
集
人
員　

 

６
人
（
先
着
順
、
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
）

受
講
料　

無
料

申
込
期
間　

12
月
１
日
（
火
）
～
18
日
（
金
）
ま
で

　
　
　
　

 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
ま
で

（
土･

日
曜
、
祝
日
は
除
く
）

そ
の
他

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止

の
た
め
、
定
員
を
縮
小
し
受
講
者
同
士
の
間

隔
を
広
く
設
け
て
い
ま
す
。

・
マ
ス
ク
の
持
参
、
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
当
日
、
検
温
等
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
が
、

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

実
施
日　

12
月
１
日
（
火
）

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場　

所　

和
束
町
役
場 

第
１
相
談
室

問
合
せ　

和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
３
０
０
１（
直
通
）

行
政
相
談
（
和
束
町
）

感
冒
等
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
合
せ　

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
１
３
８
２

　
　
　
　

通
勤
費
支
給
有
、
休
暇
制
度
有

任
用
期
間　

 

令
和
３
年
１
月
１
日
～
令
和
３
年
３

月
31
日
（
以
降
再
度
任
用
の
場
合
有
）

受
付
期
間　

 
12
月
１
日
（
火
）
～
12
月
15
日
（
火
）

応
募
方
法　

 
受
付
期
間
中
に
南
山
城
村
役
場
総
務

課
に
履
歴
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

持
参
の
場
合
、
平
日
月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
ま
で
の
間
で
受
付
け
ま
す
。

　
　
　
　

 

郵
送
の
場
合
は
12
月
15
日
（
火
）
ま

で
の
消
印
で
有
効
と
し
ま
す
。

選　

考　

 

応
募
受
付
後
、
書
類
審
査
及
び
面
接

に
よ
る
選
考
を
お
こ
な
い
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ

　
　
　
　

〒
６
１
９-

１
４
１
１

　
　
　
　

 

京
都
府
相
楽
郡
南
山
城
村
大
字
北
大

河
原
小
字
久
保
14
番
地
１

　
　
　
　

南
山
城
村
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２
（
直
通
）

費　

用　

無
料

申
込
み　

 　

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週

間
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
ご

予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住
所
・

電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）・
相
談
内
容
・

ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
し
ら
せ
く
だ

さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合
は
、
変

更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
75
・
２
０
３
０

　
　
　
　
　

℻
０
７
７
４
・
72
・
６
８
６
２

　
　
　
　
　

☎
０
１
２
０
・
４
１
９
９
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。

※
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し
ま
す
。
場

合
に
よ
っ
て
は
、お
名
前
と
年
齢
を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

い
の
み
な
さ
ん
が
無
料（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

で
ご
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
厳
守
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

救
急
・
健
康
ダ
イ
ヤ
ル
24

伊
賀
・
山
城
南
・
東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

時　

間　

午
後
１
時
30
分
～
５
時

　
　
　
　
（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　

所　

  

南
山
城
村
役
場
会
議
室

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
０
１
０
２（
直
通
）

　

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で

す
。
事
前
予
約
は
12
月
18
日
（
金
）
午
後

５
時
ま
で
受
付
け
て
い
ま
す
。



13 広報  2020.12 第177号

おしらせ

　受入家庭のみなさん、10月より勉強会が始まっています。
　受入家庭が集まるので、情報交換や悩み相談の場にもなります。
　12月は４日・５日に「安全講習」を予定しています。
　今回は、子どもの救急救命法～応急処置の基本手順と３つのケース～と題して、受入時に起こりえそうな具体
例を３つ取り上げ、その対策と、今とくに重要な新型コロナウィルスの症状や予防について理解を深めていただく
内容となっています。
　安全講習は毎年受講必須ですので、どちらかの日程で必ずご参加ください。（４日と５日の講義内容は同じです。）
場所は京都和束荘でおこないます。
※ 今回はコロナ感染防止対策として密を避けるため、受講していただく教室を２つに分け、オンラインでモニター
を通しての受講を予定しています。

月日 時間 タイトル 内容 講師

12月４日
（金）

午後６時30分～
　８時30分

安全対策
※受講必須

子どもたちの救命救急法
　～応急処置の基本手順と３つのケース研修～
●応急処置の基本手順
・緊急性の判断と一次ケアの手順（命にかかわる傷病の処置）の復習
・二次ケアの手順（普段のケガ・病気）の復習
●３つのケース研修～救急搬送・病院受診の目安と応急処置
　・危険生物（ハチ・ヘビ）の受傷
　・やけどの処置
　・喉のつまり
●感染症予防の基本とコロナ重症化の前兆 13 の症状（厚労省）

渡辺さん

12月５日
（土）

午前10時～
　正午

　今回は新型コロナウイルス感染防止対策として、
　・アルコール消毒の実施　・換気の徹底　・人の密集の回避　・マスクの着用の徹底
を実施いたします。ご理解とご協力をお願いいたします。
　LINE、メッセージ、お電話、FAXなんでも構いません、
参加の日程を事務局までご連絡ください。

問合せ　京都やましろ体験交流協議会
〒619-1222　和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
☎：0774・78・3396　担当：下村・鍵岡
E-mail：info@chagenkyo.com

CSF（豚熱）についてのおしらせ

大京都2020in和束 ～地域の魅力をアートの視点から～

　CSF（豚熱）は、豚とイノシシのみが感染する家畜伝染病ですが、野生のイノシシの感染が中部地方から徐々
に拡大しており、京都府山城地域でも発生している状況です。豚・イノシシ以外の動物に感染することはあ
りませんが、CSF（豚熱）ウイルス感染拡大防止のために死亡しているイノシシを見かけたら触らずにおす
まいの役場にご連絡お願いします。
CSF（豚熱）とは
◦豚・イノシシ以外の動物に感染することはありません。
◦CSF（豚熱）は、CSFウイルスの感染による豚とイノシシの病気で、強い伝染力と高い致死率が特徴です。
◦豚・イノシシが感染する病気であり、人やほかの動物に感染することはありませんが、人や車に付着した

ウイルスが運ばれることで感染が拡大する場合があります。
問合せ　笠置町建設産業課　　☎0743・95・2301（代表）
　　　　和束町農村振興課　　☎0774・78・3008（直通）
　　　　南山城村産業観光課　☎0743・93・0105（直通）

　10月30日～11月15日の金・土・日曜日に「大京都2020in和束」が開かれました。「大京都2020in和束」は、
京都府が和束町を舞台として開いた美術展で、ゲストアーティストを含む５人のアーティストが２ヶ月間、和
束町に滞在して町内の様々な場所で作品を制作して展示をしました。
ゲストアーティスト
　Yukawa-Nakayasu
参加アーティスト
　渋田薫
　嶋田晃士
　牧嶋平
　リヴァ・クリストフ
　　　　　　（敬称略）

農村宿泊体験（農泊）12月の状況
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年末年始の業務体制
３町村・相楽東部広域連合

年末年始のごみ収集日変更のおしらせ

年末年始におけるし尿汲み取り等業務について

京都山城総合医療センター 相楽休日応急診療所

機　関　名 通常業務の休み・休診

笠置町

笠置町役場 12月29日（火）
～

令和３年１月３日（日）
笠置町産業振興会館
笠置いこいの館

笠置町循環バス 12月30日（水）～
令和３年１月３日（日）

和束町 和束町役場

12月29日（火）
～

令和３年１月３日（日）

和束町国保診療所

南山城村

南山城村役場
南山城村文化会館 やまなみホール
南山城村保健福祉センター
村営バス

機　関　名 通常業務の休み

相楽東部
広域連合

総務課

12月29日（火）
～

令和３年１月３日（日）

教育委員会

教育委員会笠置町分室

教育委員会南山城村分室

笠置児童館

相楽東部広域連合管内
小・中学校

12月28日（月）～
令和３年１月４日（月）

その他 相楽東部広域バス 12月29日（火）～
令和３年１月３日（日）

　年末年始は、ご家庭からのごみ排出量が多くなる時
期です。ごみの収集については、平時の収集時間帯よ
り遅れ等が発生することが予想されますので、ご了承
ください。

　また、ごみをご家庭よりだされる場合、ごみの種類
や収集日をご確認の上、ルールを守ってお出しくださ
い。なお、年末年始のごみ収集日等、詳細については
各町村のごみカレンダー等でご確認ください。

※大北リサイクルセンターへの一般持込みごみは、年末12月28日（月）まで、年始は１月４日（月）からとさせていただきます。

◦ごみの出し方に関する問合せ
　笠置町税住民課　　　　　　　　　　　和束町農村振興課　　　　　　　　　　南山城村産業観光課
　　☎0743・95・2301（代表）　　　　　☎0774・78・3008（直通）　　　　　☎0743・93・0105（直通）

◦年末し尿汲み取り等業務終了日（大谷処理場への最終搬入日）
12月25日（金）まで

◦し尿汲み取り等業務休業期間� 12月26日（土）～令和３年１月３日（日）
◦年始し尿汲み取り等業務開始日� 令和３年１月４日（月）から

問合せ　相楽郡広域事務組合
　　　　　☎0774・72・0421

12月29日（火）～令和３年１月３日（日）期間
　救急医療は時間外診療ではありません。体調が思わしくない時は、早め
に「通常の診療時間内」受診を心がけ、救急医療の適正な利用にご理解と
ご協力をお願いします。

診療科目 診　療　日 診療時間 備　　　考

内科系
12月29日（火）

～
１月３日（日）

午前
８時30分

～
午後

２時30分

左記時間以外は、次に挙げる対象の
方のみの受入れとなっています
１.救急車で搬送されてくる重篤な方
２.慢性疾患で当院に定期的に通院さ
　 れ、その症状が悪化した方
３.開業医等で当院での緊急受診が必
　 要と判断され、紹介状をお持ちの方

外科系
12月29日（火）

～
１月３日（日）

全日 —

小児科
12月29日（火）

～
１月１日（金）・３日（日）

全日
１月２日（土）は輪番制で
学研都市病院
（☎0774・98・2123）が対応

※緊急手術や重症患者さまの対応等により、診察ができない場合がありますので、必ず事前に電話
　連絡の上受診してください。

問合せ　京都山城総合医療センター
　　　　　☎0774・72・0235

受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～
症状によっては診察できない場合や京都山城
総合医療センターを紹介する場合があります。

受診前には電話でお問合せください。
１月の診療科目は次のとおりです。

（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目

１月１日（金･祝） 内科

２日（土） 内科

３日（日） 内科 ･ 小児科

10日（日） 内科

　　11日（月･祝） 内科 ･ 小児科

17日（日） 内科 ･ 小児科

24日（日） 内科 ･ 小児科

31日（日） 内科
※ 12月分については広報れんけい11月号をご

覧ください。
問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内）
　  ☎0774・73・9988（直通）
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図書室だより

★ Pick UP ★
「ザリガニの鳴くところ」
ディーリア・オーエンズ ／ 作
友廣　純 / 訳

　2019年、アメリカで一番売れた
本。
　６歳で家族に見捨てられたときか
ら、湿地の小屋でたったひとり生き
なければならなくなった少女に、あ
る殺人の容疑がかかる。みずみずし
い自然に抱かれて生きる少女の成長
と不審死事件が絡み合い、思いもよ
らぬ結末へと物語が動き出す。

今月の新着図書

☆3町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。

事
例
１

　
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
使
っ
た
特
殊
詐
欺
の
主
な
手
口
の
例

　

警
察
な
ど
を
名
乗
り
、「
あ
な
た
が
現
在
所
有
し
て
い
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
が
不
正
に
使
用

さ
れ
て
い
る
の
で
交
換
が
必
要
」
と
被
害
者
に
電
話
し
・
・
・

①�　

そ
の
後
、
偽
の
警
察
官
な
ど
が
、「
古
い
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
り
に
来
た
」
と
被
害

者
の
自
宅
を
来
訪
し
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ
ま
し
取
り
、
そ
の
カ
ー
ド
で
預
金
を
引
き
出

す
被
害
が
発
生
。（
来
訪
時
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
だ
ま
し
取
る
手
口

も
発
生
）

②�　
そ
の
後
、
偽
の
警
察
官
な
ど
が
来
訪
し
、
封
筒
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
を
書
い

た
メ
モ
を
入
れ
る
よ
う
促
し
、
被
害
者
が
目
を
離
し
た
隙
に
、
封
筒
を
別
の
も
の
と
す
り
替
え
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
と
暗
証
番
号
を
窃
取
し
、
そ
の
後
、
そ
の
カ
ー
ド
で
預
金
を
引
き
出
す
被

害
が
発
生
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
警
察
や
公
的
機
関
、
金
融
機
関
の
職
員
等
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
預
か
っ
た
り
、
預
か
り

に
来
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を
尋
ね
た
り
、
メ
モ
に

書
か
せ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
関
す
る
電
話
や
来
訪
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
と
く
に
暗
証
番
号･

口
座
番
号･

通
帳･

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド･

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
「
絶
対
に
教
え
な
い
！
渡
さ
な
い
！
」
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

事
例
２

　
職
場
の
同
僚
か
ら「
お
金
を
も
ら
え
る
」と
誘
わ
れ
た
が
、持
続
化
給
付
金
の
不
正
申
請
だ
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

　
持
続
化
給
付
金
は
事
業
者
（
個
人
事
業
者
を
含
む
）
に
対
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
事
業
を
行
っ

て
お
ら
ず
、
受
給
資
格
が
な
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
学
生
、
無
職
の
人
が
、
自
身
を
事
業
者
と
偽
っ

て
申
請
・
受
給
す
る
こ
と
は
犯
罪
行
為
（
詐
欺
罪
）
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
誘
い
に
乗
っ

た
消
費
者
自
身
も
罪
に
問
わ
れ
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
絶
対
に
誘
い
に
応
じ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
の
相
談
や
苦
情
は
お
気
軽
に

　
　
　

相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話
ま
た
は
来
所
）

　

�

☎
０
７
７
４
・
72
・
９
９
５
５

　
　
　
　
　
　
　
（
ナ
ニ
？
キ
ュ
ー
キ
ュ
ー
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
！
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
　
　

※「
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」☎
１
８
８（
い
や
や
！
）番
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
日　

月
～
金（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

相
談
時
間　

午
前
９
時
～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　

※
土
日
・
祝
日（
年
末
年
始
を
除
く
）は

　
　
　
　

☎
０
７
５
・
２
５
７
・
９
０
０
２
へ（
電
話
の
み
）

住　

所　
 

木
津
川
市
木
津
上
戸
15　

相
楽
会
館
１
階

　
　
　
　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
東
口
か
ら
徒
歩
約
５
分
）

和束町体験交流センター図書室より
☆『お話を絵にしよう』作品募集要項
　あなたの好きな本を読んで、感じたことや思ったことを絵にしてください。
◇対象者は和束町に住む幼児と小学生です。
◇画用紙を使い、表現（クレヨン画、水彩画、はり絵、版画など）は自由です。
◇ 絵の裏に名前、電話番号、学校（保育園）名、学年（園児は年齢）、読んだ本の題名を記入し、令和３年１月31日（日）

までに提出してください。
◇ 提出先・問合せ先は、和束町体験交流センター図書室（☎0774・78・4013）、または教育委員会生涯学習課（☎
0774・78・4335）です。

◇ 作品は２月から和束町体験交流センターホール、和束町役場住民ホールに展示し、終了後に作品はお返しします。なお、
詳しい展示期間は次号でおしらせします。また、応募者には参加賞をお渡しします。

年末年始の開室および休室について
　３町村とも 12 月 27 日（日）まで通常通り開室、28
日（月）から休室します。また、年始の開室については、
３町村とも１月６日（水）から通常通り開室します。

ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
し
い
生
活
様
式
の
な
か
、

正
確
な
情
報
を
も
と
に
冷
静
な
対
応
を
し
て
く
だ
さ
い
（
３
）

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠 置 町

一般書
スキマワラシ 恩田陸

灯台からの響き 宮本輝
裁判官も人である 岩瀬達哉

児童書
セラピードッグのハナとわたし 堀直子

４年１組のオバケ探偵団 富安陽子
妖怪の子預かります 廣嶋玲子

和 束 町

一般書
スター 朝井りょう

夜明けのすべて 瀬尾まいこ
この気持ちもいつか忘れる 住野よる

児童書
カレーのおうさま 山本祐司

まどのむこうのくだものなあに？ 荒井真紀
せとうちたいこさんふじさんのぼりタイ 長野ヒデ子

南山城村

一般書
銀花の蔵 遠田潤子

大和言葉の教室 吉田裕子
ザリガニの鳴くところ ディーリア・オーエンズ

児童書
アサギマダラの手紙 横田明子

サン・サン・サンタのひみつきち かこさとし
もっとしりたいプラスチックのこと ケイティ・デインズ
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運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～１月３日は運休）

運　賃：最大300円
　8：15／ 10：15／ 13：15 ／ 15：40

　9：15／ 11：15／ 14：15 ／ 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524
【その他の問合せ】
南山城村総務課
☎0743・93・0102

運行状況確認
QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中!

人口・世帯数
（令和２年11月１日現在）３町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14-2
☎0774-78-3001
℻0774-78-2799

http://www.town.wazuka.kyoto.jp/

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14-1
☎0743-93-0101
℻0743-93-3030

http://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90-1
☎0743-95-2301
℻0743-95-2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口 3,783人　
世帯数 1,699世帯

（減6）
（減1）

人　口 1,257人　
世帯数   631世帯

（減6）
（減3）

人　口 2,618人　
世帯数 1,213世帯

（減3）
（減2）

ベストショットまち＊むら 南山城村

恋路橋で記念撮影？

六所神社

　コミュニケーションができるロボット、「ロボホン」と一
緒に旅をするロボホンツアーご一行様が10月31日（土）、南
山城村を旅しました。行く先々で自由におしゃべりしたり、
観光ガイドをしたりと可愛いだけじゃなく頼れる一面も。参
加者は、「自分ではなかなか行く機会のない地域にこの子と
行けるのが楽しい。」とロボホンとの旅を満喫されたようす。
コロナ禍で旅の形も変わる中、こういった小さな旅の希望に
応えていくことが大切だと感じました。
↓ツアーの様子（動画）はこちら。YouTubeで公開中！
https://youtu.be/CgojWAPdoIE

　野殿地区に鎮座する六所神社。
本殿には天照大神・天児屋根命・
譽田別尊・伊邪那美尊・白山比咩
尊・一言主尊の六神が祀られてお
り、社名の由来となっています。
本社本殿は朱塗の春日造り、覆屋
と拝殿の屋根は茅葺きで、現在では希になった古様な景観
を今日に残しています。本殿や覆屋は京都府の有形文化財
にも登録されており、境内の建物は周囲の杉木立が美しい
鎮守の森に守られ、神聖な空気が漂っている雰囲気があり
ます。

南山城村いいところめぐりまち・
　　むら

ロボホンたちがそろってハイポーズ！

※旅行企画ＭＫトラベル
※「ロボホン」はシャープ株式会社の商標または登録商標です。


